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「私設公民館mameCo-」の外観。団体代表が空き家所有者から活用相談を受けて立ち上げた

毎週水曜日に開催する「喫茶マメコー」。マメコーの会員や地域の住民が週替わりで店長を担当する

「健康麻雀」は
毎 週 金 曜 日、
地 域のシニア
サークルに運
営を委託して
実施している

活動エリア

滋賀県

湖南市

コミュニティ活動助成

石部豆講
滋賀県湖南市

みん営公民館のコミュニティの成長・連携・挑戦事業

活動概要と活動対象範囲
　滋賀県湖南市石部地区を拠点
に、空き家を活用した私設公民館

「マメコー」を運営しています。毎
週水曜日のコミュニティカフェや金
曜日の健康麻雀を中心に、レンタ
ルスペース事業、放課後自習室、
図書コーナーの開設など、子ども
から高齢者まで幅広い世代が関わ
る地域活動を展開しています。石
部地区を主な対象エリアとしつつ、
湖南市全域、さらには県内外から
の視察や交流も受け入れています。

活動に至った理由や背景
　24年度は任意団体への移行と
いう大きな体制変化に注力した
1年でした。
　固定費は会費・寄付・レンタルス
ペース収入で賄えているものの、人
件費の確保が課題でした。一方、
月次の運営会議ではメンバーから
多くのアイデアが生まれており、自
習室や図書コーナー、江州音頭イ
ベントなど、会員発の新規事業に
挑戦したいという機運が高まって
いました。この助成金を活用し、
停滞を打破しながら新事業に挑戦
する機会としました。

活動内容と成果
　本助成では「みん営公民館のコ
ミュニティの成長・連携・挑戦事
業」をテーマに、継続事業3件と新
規事業4件の計7事業を実施しまし
た。以下に活動の経緯と成果をご
報告します。
① 継続事業：コミュニティカフェ

「喫茶マメコー」（毎週水曜日／年
間40回）
　4月から毎 週 水 曜日12時 ～ 15
時、週替わり店長とスタッフが運
営する「喫茶マメコー」を開催しま
した。100円のお茶から本格コー
ヒーまで、何も買わなくてもOKと
いう気ままな居場所です。週替わ
り店長はマメコーの会員や地域の
方が担い、店長それぞれの個性が
反映された雰囲気が生まれていま
す。起業前の実験の場として活用

される方、趣味を活かしたメニュー
を提供する方、店長のコラボなど
も生まれました。
　地域の多様な人が自然に交わる
場として機能しました。子ども服交
換所も常設し、世代を超えた交流
が生まれています。夏休み期間（8
月）を除き年間40回を実施しました

（計画48回に対し実績40回）。9月
末にコミュニティカフェのメインス
タッフが退職しましたが、残ったメ
ンバーで運営体制を再構築し年度
末まで継続することができました。
県内からの視察も受け入れるなど、
マメコーの取り組みが外部からも
注目される機会となりました。
② 継続事業：健康麻雀（毎週金曜
日／年間46回）
　毎週金曜日10時～ 15時に、高
齢者シニアサークル「元気会」に運
営を委託する形で健康麻雀を実施
しました。4年前の開始当初は2 ～
4名だった参加者が、現在は毎回8
～ 15名に増加しています。健康麻
雀をきっかけに元気会へ入会する
地域住民も現れており、マメコー
が元気会の活動とつながる入口と
しての役割も果たしています。
　地域行事に「青空麻雀」として出
張して開催し、地域への認知度向
上にも貢献しました。元気会との
信頼関係が深まったことが、後述
する江州音頭イベントでの積極的
な協力にもつながりました。年間
46回を実施しました（計画48回に
対し実績46回）。

団体設立経緯
　「 私 設 公 民 館mameCo-（ マメ
コー）」は、代表が空き家活用の
相談を受けたことをきっかけに、
2020年8月に滋賀県湖南市石部地
区にオープンしました。個人運営
からスタートし、24年1月に任意団
体「石部豆講」を発足。同年4月か
らは「みんなで運営するみん営化」
をテーマに、会員・スポンサー団
体による運営体制へ移行しました。
地域の小さな寄り合いを意味する

「豆講」の名の下、誰もが気軽に立
ち寄れるコミュニティの拠点として
活動しています。
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【 上 】さまざまな活用スケ
ジュールを知らせる月毎の
チラシ
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⑤ 新規事業：図書コーナーの開設
（10月運用開始、写真2）
　マメコーのテーマ「好奇心を持
ち寄る」をさらに具体化するため、
地元の家具職人に依頼し、組み立
てや取り外しが容易なオリジナル
本棚28枠を制作・設置しました。
このうち16枠を「本棚オーナー制」
とし、10月より運用を開始しまし
た。オーナーが自身のおすすめ本
を並べ、来館者が自由に手に取れ
る仕組みです。10月末時点では5名
だった本棚オーナーが年度末には
8名となりました。さまざまな人の
おすすめ本が並ぶユニークな図書
コーナーが生まれ、来館者同士の
話題づくりにもなっています。新た
な収益源として、また地域のコミュ
ニティアーカイブとしての役割が期
待されています。
　石部地区では図書館が閉鎖の危
機に瀕したこともあり、地域の本
への関心の高さが背景にあります。
当初目標の16棚には届きませんで
したが、コーナーの認知度は徐々
に高まっています。
⑥ 新規事業：江州音頭の講習とイ
ベント（7月19日開催、写真3）
　滋賀県の郷土芸能「江州音頭」
は地域の盆踊りで親しまれてきまし
たが、お祭りの減少や学校での継
承機会の減少により、踊れる人が少
なくなっています。文化の継承を目
的に、元気会、じゅらリズム実行
委員会、江州音頭保存会の3団体
と連携して講習会とイベントを企画
しました。
　7月19日、湖南市石部地区の公
共施設「じゅらくの里」で開催され
た第2回じゅらリズム（音楽と食の
イベント）に合わせ、芝生広場に
舞台をしつらえ、来場者とともに
江州音頭の講習・実演を行いまし
た。江州音頭保存会の方が講師を
担当し、小中学生や高校生から初

めて踊る外国人まで幅広い方が参
加し、世代や国籍を超えたにぎや
かな場となりました。元気会はイベ
ント当日よりも前の日程で独自に講
習会を開催し、当日は来場者の演
技サポートを積極的に担ってくれま
した。地域の複数団体が連携する
ことで、1団体だけでは実現できな
い規模感のあるイベントを成功さ
せることができました。
⑦ 新規事業：電車でまわる琵琶湖
一周プロジェクト（未実施）
　小学生を対象に、夏休みに青春
18きっぷを活用して電車で琵琶湖
を一周しながら滋賀の歴史・文化
を学ぶ体験事業を予定していまし
た。しかし猛暑のため秋冬への延
期を決定しました。その後、企画
を主導していたメンバーの離脱が
重なり、年度内の実施には至りま
せんでした。各自の生活や仕事の
変化によるものでしたが、推進す
る人材が不足する状況となりまし
た。子どもたちに地域への愛着を
育む意義ある企画として、担い手
が現れた際には改めて実施したい
と考えています。

課題と解決方策
　最大の課題は人材の確保と引き
継ぎです。今年度は主要スタッフ
やボランティアが複数名、生活や
仕事の変化により年度途中に離れ
ました。石部豆講の活動は「やり
たい」という意志を持つ人の発信か
ら始まる性質上、担当者が離れる
と事業継続が難しくなるという構

造的な課題があります。
　自習室については、ニーズはあ
るものの担い手不足により安定運
営が困難となりました。解決策と
して、特定の個人への依存を減ら
し複数人で支える体制づくりを進
めるとともに、湖南市が今年度新
設した「子どもの居場所づくり補助
金」を活用した連携体制を構築して
いきます。また健康麻雀において
は、運営側と参加者の間に「サー
ビスを提供する側・受ける側」とい
う関係性が生まれた点を元気会と
振り返り、参加者も一緒に場をつ
くる仕組みを検討しています。
　組織として法人格にすることで
事業性や安定性を高めるという方
法もあるかと思います。しかし任
意団体であることで、やらなけれ
ばならないことを減らし、フット
ワーク軽く、できる範囲で細く長く
続けるメリットもあると、運営会議
では結論が出ました。

今後の予定
　引き続きコミュニティカフェ・健
康麻雀・レンタルスペース事業に
取り組みます。放課後自習室は自
主事業としての実施を一旦見送り、
意欲のある人材を広く募集しつつ、
市の補助金を活用した連携体制で
再開を目指します。図書コーナー
は本棚オーナーのさらなる誘致と、
本にまつわる企画の充実を進めま
す。琵琶湖一周プロジェクトは、担
い手が現れた際に速やかに実施で
きるよう準備を継続します。

石部豆講
2024年1月設立／メンバー数：5人／代表者：長砂 伸也（ながすな・しんや）
●〒520-3106　滋賀県湖南市石部中央4-4-13 私設公民館mameCo-

daizu@mame-co.com　 mame-co.com/　 mameco_konan

私設公民館mameCo-（マメコー）を拠点に、小さなコミュニティをたくさん育くみ、
地域に暮らす1人ひとりが、お互いを頼り合いながら、愉しく過ごせるまちをつくり
ます。

③ 継続事業：レンタルスペース事業
　自主事業が入っていない日は随
時、地域内外の方へ低価格で貸し
出ししました。公設公民館では難
しい飲食営業もOKというマメコー
の特 性を活 かし、カイロプラク
ティック、手芸、学習塾、古着屋、
趣味サークルなどさまざまな活動
に活用されています。
　毎週月曜日は石部学区まちづく
り協議会が地域支え合い推進員の
相談室として利用しており、その縁
で引きこもり支援に取り組む社会
福祉法人との新たな連携も生まれ
ました。月1 ～ 2回、外出のきっか
けとなるプログラムをマメコーで実
施するなど、まちづくり協議会を介
した地域団体とのつながりが少し
ずつ広がっています。また、レンタ
ルスペースを利用していた20代の
古着店が今年度新たに独立した店
舗を構えるまでに成長するなど、マ
メコーが起業の足がかりになった
事例も生まれました。
④ 新規事業：放課後自習室（5月
開始／年間33回、写真1）
　放課後に学校に残れず、図書館
でも勉強できない環境にある小中
高生の居場所づくりとして、水曜日
15時～ 19時に自習室を開放しまし
た。スタッフが常駐し見守りを行
うほか、駄菓子とジュースの販売
を実施しました。定期的に通う中
学生も現れ、地域の大人との自然
な交流の場にもなりました。
　子どもの居場所づくりに強い思
いを持つボランティアスタッフが中
心となり運営しましたが、同スタッ
フとコミュニティカフェのメインス
タッフが離脱したため、10月以降
は残ったメンバーで運営を継続し
ました。担い手の変化による影響
はあったものの、年間を通じて開
催することができました（計画40回
に対し実績33回）。


